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達也さんたちは，昨年の夏の高校野球甲子園大会の
決勝戦で投げ合った島
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と対戦し，ヒットを打ってみたいと思いました。そこ
で，２人の甲子園大会の投球の記録について調べました。

次の（１）から（３）までの各問いに答えなさい。

（１） ２人の球速の範囲がそれぞれ時速何 km であるか求めなさい。

（２） 達也さんたちは，一二三投手の投げた球を打つための練習について話し合っています。

達也さん「表をみると，球速の平均は時速１３１km だね。」
大樹さん「それなら，平均の時速１３１km に的をしぼって練習すればいいのかな。」
優花さん「だけど，ヒストグラムをつくるとこんなふうになったよ。」

図１　一二三投手の投球
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投球の記録
最高球速
（km／時）

最低球速
（km／時）

球速の平均
（km／時）

総投球数
（球）

島袋投手 １４７ １０９ １３２ ７６６

一二三投手 １４７ １０５ １３１ ６２８

球速は，投げた球の速さを表しています。
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  図１のヒストグラムをもとにすると，球速の平均である時速１３１km に的をしぼることは適切でないこと
が分かります。その理由を，図１のヒストグラムの特徴をもとに説明しなさい。

（３） 達也さんたちは，図１のヒストグラムを見て，投球を直球と変化球に分けて考えることにしました。 
直球だけについてそれぞれの投手のヒストグラムをつくると，図２，図３のようになりました。

  図２，図３のヒストグラムを比べてよみとれる 
ことについて正しく述べたものを，下のアからエ 
までの中から１つ選びなさい。

ア　時速１４０km 以上の投球数を比べると， 
一二三投手の方が島袋投手より多い。

イ　最も度数の大きい階級の中央の値で二人
の球速を比べると，一二三投手の方が島袋
投手より速い。

ウ　最も度数の大きい階級で二人の投球数を
比べると，一二三投手の方が島袋投手より
多い。

エ　度数が７５を超える階級の個数を比べる
と，一二三投手の方が島袋投手より多い。

（球）
１５０
１２５
１００
７５
５０
２５
０

１４８１４６１４４１４２１４０１３８１３６１３４１３２１３０１２８１２６１２４
（km／時）

図２　一二三投手の直球（４５７球）
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図３　島袋投手の直球（４５４球）


